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）を実施」通常ことに

ご案内

ご報告 佐賀県がん総合支援センター さん愛プラザ
－ 令和５年度 がん相談窓口年報 －

佐賀県がん相談支援センター『さん愛プラザ』では、がん患者さんやご家族の方、地域の皆さまが気軽にご利用いただける「がん相談窓口」を開設していま
す。専門的な知識を有し、経験豊かな相談員と悩みや不安に寄り添うピアサポーター（がんと闘った経験を活かし、がん相談・家族を支援する方）が一緒に
なってサポートしています。

佐賀県がん総合支援センター

2024 ❝さんでーサロン❞

令和５年度のまとめ

乳がん検診の広域化についてお知らせ

市町では、健康増進法に基づきがん検診（対策型検
診）を実施しています。

乳がん検診は40歳から受けることができますが、
佐賀県では令和６年度から集団検診に加えて個別検診
が全市町で受診できるようになりました。また、市町
が実施するがん検診は、通常、お住いの市町にある医
療機関でしか受診できませんが、県内の医療機関の協

春の音楽会

がん患者さんやそのご家族が集まり、交流や情報交換をする場です。
今回、チェロ・ピアノ演奏によるコンサートを開催いたします。どうぞ
お好きな時間にお気軽にご参加ください。

●日 時：令和6年5月19日（日）13：00～16：00

●場 所：佐賀メディカルセンタービル１F さん愛プラザ
●対 象 者：がん患者・その家族 参加費無料
●申込期限：5月16日（木）
●問合せ先：佐賀県がん総合支援センター

さん愛プラザ 📞0120-246-388

※ 詳しくは、裏面をご覧ください。

💗居住する市町を越えて佐賀県内において広域的に受診することができます💗

力によりお住いの市町以外の医療機関でもがん検診が受けられる（広域
化）ようになりました。裏面に掲載しています登録医療機関で乳がん検
診を受けることができます。

※受診される前にあらかじめ医療機関へお問い合わせください。

41

30 33 30
23 23

29
33 31

24

33
41

0

20

40

60

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月別相談実件数（令和５年度:371件）

22
6
6
8
10
12

38
52

87
95

123
152

その他

不明

ホスピス

グリーフケア

入退院

告知

病状

社会生活

人間関係

日常生活

がんの治療

不安、精神的苦痛

相談内容の延件数（令和５年度：611件）

お知らせ
協会けんぽの健康診断で

肝炎ウイルス検査が受診できます

全国健康保険協会（協会けんぽ）へ加入の皆様へ

協会けんぽでは、過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない方を対象
に、生活習慣病予防健診と併せて肝炎ウイルス検査を実施しています。自
覚症状のない方や、輸血や手術の経験がない方も、健診のついでに受診さ
れることをお勧めします。通常2,079円（税込）の検査が佐賀県内在住の

方に限り無料で受けられます。検査の結果はご本人のみに送付されます。

職域肝炎ウイルス検査 実施概要

検査費用：2,079円（税込） ⇒ 無 料
※1,497円（税込）を協会けんぽ、582円（税込）を佐賀県が負担。
佐賀県在住でない方は582円（税込）の自己負担が必要です。
※過去に、肝炎ウイルス検査を受けたことがある方は、受診できません。

申込方法：生活習慣病予防健診の受診時、申込用紙に必要事項を記
入の上、受付に提出してください。
※申込用紙は協会けんぽ指定の医療機関で、お渡ししていますが、
佐賀県がん情報サイト『がんポータルさが』からもダウンロードい
ただけます。URL：https://ganportal-saga.jp

検査方法：生活習慣病予防健診の採血の際に、同時に採血をします。
特別な検査は必要ありません。

《 協会けんぽでの肝炎ウイルス検査に関する問合せ先 》

佐賀県 健康福祉政策課 がん撲滅特別対策室 担当：吉村

TEL：0952-25-7491 FAX：0952-25-7206     

肝炎とは・・・肝炎ウイルスの感染により肝臓の働きが悪くなる病気です。

我が国の肝炎（ウイルス性肝炎）の持続感染者は、B型が110万人～120万人、
C型が90万人～130万人存在すると推定されていますが、感染時期が明確ではな
いことや自覚症状がないことが多いため、適切な時期に治療を受ける機会がなく、
本人が気づかないうちに肝硬変や肝がんへ移行する感染者が多く存在します。

“ 一生に一度、受けることをお勧めします ”

）を実施」通常ことに

表２：相談を受けた疾患部位は、乳（118件）▽子宮等（59件）▽前立腺等
（20件）▽膵臓（20件） ▽大腸（18件） ▽膀胱（16件） ▽肺（11件）
▽胃（８件）・白血病等（８件） ▽胆（６件） ▽食道（３件）でした。
表３：相談項目内容を全て集計した場合は「不安・精神的苦痛」に関する相
談が最も多く24.9%、次に「日常生活」が20.1％▽「がんの治療」が
15.6％▽「人間関係」が14.2％と続いています。

また、一度の相談に複数の問題が絡んでいる場合が多く、相談員は複数の
項目に対応しています。

看護師、保健師、社会福祉士が相談に応じます（予約不要）

表1 表3

表2

表１：令和5年度の相談実件数は371件、月平均で約31件で
した。その内電話対応は136件（36.7％）面談対応は235件
（63.3％）でした。
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